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1　は　じ　め　に

近年，レタスの栽培は高冷地において重点的に進められ

ており，岩手県内をはじめ主産県において急速に栽培面積

が増加している。

そのため，産地間競争は一層激化する様相にあり，産地

間競争を勝ち抜くためには生産コストの低減と経営規模拡

大による経営の合理化が望まれている。

そこで，レタス栽培農家の実態調査から経営規模別生産

実態を明らかにしたので，レタス栽培の経営改善と産地化

に資する。

2　研　究　方　法

（1）研究対象：岩手県二戸郡一戸町奥中山，奥中山農

業協同組合，野菜生産部会

（2）研究方法：レタス栽培農家149戸を対象に．レタ

ス栽培面積規模別に経営内容，栽培技術，記帳，測定聞取

り調査，農協野菜生産計画並びに実績書を調査分析。

蓑1　レタス栽培面積規模別の収益性試算

3　結　果　の　要　約

川　レタス栽培面積規模別生産実態から見た規模目棲

1）レタス栽培の面積規模が大きくなるにしたがい，10

β当たり収量，品質は向上し，単収の農家間差が少なくな

る。面積当たり所得額は1．5厄まで増加するが，Zh以上

刀刃1伽1刃加2幻　3003兄畑4幻5の
レクス載堵面紡山

国1　レタス栽培面積規模別の10〃当たり収量
（昭60）

1 ． レ タ ス 栽 培 面 額 区 分 （〃 ） 2 0 5 0 1 0 0 1 5 0 2 0 0 2 5 0 3 5 0 5 0 0

レ の

タ

蒜 収

経

営 支

2 ． 1 0 〃　 当 た り 収 量 （吻 ） 1 ．8 9 2 2 ，0 3 4 2 ．1 9 4 2 ．3 2 1 2 ．3 4 9 2 、3 8 7 2 ．4 2 3 2 ，5 1 3

3 ． 総　　 生　　 産　　 量 眺 ク） 3 ．7 8 4 1 0 ，1 7 0 2 1 ．9 4 0 3 4 ，8 1 5 4 6 ，9 8 0 5 9 ．6 7 5 8 4 ，8 0 5 1 3 8 ．2 1 5

4 ． 1 時 当 た　 り　 単 価 （円 ） 1 6 3 ．7 1 6 3 ．7 1 6 3 ，7 1 6 3 ．7 1 6 3 ．7 1 6 3 ．7 1 6 3 ．7 1 6 3 ．7

5 ． 総　 販　 売　 金　 額 （千 円 ） 6 1 9 1 ．6 6 5 3 ，5 9 2 5 ，3 9 9 7 ．6 9 1 9 ．7 6 9 1 2 ，9 3 8 2 2 ，6 2 6

6 ． 総 生 産 販 売 費 用 （千 円 ） 4 2 2 1 ，1 0 8 2 ．3 3 8 3 ．5 5 3 4 ，6 8 9 6 ，3 3 3 8 ，8 3 6 1 4 ，6 3 8

7 ． 総　　　 所　　　 得 （千 円 ） 1 9 7 5 5 7 1 ，2 5 4 1 ．8 4 6 3 ，0 0 2 3 ，4 3 6 4 ．1 0 2 7 ．9 8 8

粗 収 益 ＄． 販　　 売　　 金　　 額 （円 ） 3 0 9 ．7 2 0 3 3 2 ．9 6 6 3 5 9 ，1 5 8 3 7 9 ．9 4 8 3 8 4 ，5 3 1 3 9 0 ，7 5 2 3 9 6 ，6 4 5 4 1 1 ．3 7 8

1 0

8

当

た

り

生

産

所

得

（
円

生

産

販

売

費

用

円

9 ． 種　　　　 苗　　　　 費 5 ．2 8 4 5 ．2 3 3 5 ，1 3 0 5 －0 7 9 5 ，0 2 7 4 ．8 2 2 4 ，9 2 5 4 ，9 7 6

1 0 ． 肥　　　　 料　　　　 費 2 2 ，4 7 7 2 2 ，9 6 1 2 3 ．4 4 4 2 4 ．1 6 9 2 4 ，8 9 4 2 5 ．3 7 7 2 5 ，8 6 1 2 6 ，5 8 6

1 1 ． 農　　　　 薬　　　　 費 7 ，9 7 6 8 ．9 7 3 1 0 ．4 6 9 9 ．9 7 0 1 0 ．2 6 9 1 0 ．4 6 9 1 0 ．5 6 8 1 0 ，6 6 8

1 2 ． 光　 熱　 動　 力　 費 1 ，8 7 4 1 ．9 9 2 2 ．1 0 9 2 ，2 2 6 2 ．3 4 3 2 ．4 1 4 2 ，4 6 0 2 ，5 0 7

1 3 ． 諸　　 材　　 料　　 費 2 0 ．8 2 0 2 0 ．6 1 8 2 0 ．4 1 6 2 0 ，2 1 4 2 0 ．0 1 1 1 9 ，8 0 9 1 9 ，6 0 7 1 9 ．4 0 5

1 4 ． 建　 物　 施　 設　 費 5 5 4 5 4 6 5 3 7 5 3 0 5 2 6 5 2 8 5 3 6 5 6 4

1 5 ． 農　　 機　　 具　　 費 2 7 ，8 0 6 2 7 ，5 2 5 2 7 ，3 1 4 2 2 ．0 3 5 2 5 ，8 0 7 3 1 ．1 6 9 2 4 ．4 5 0 2 1 ，4 5 0

1 6 ． 物　　 財　　 費　　 計 8 6 ．7 9 1 8 7 ．8 4 8 8 9 ．4 1 9 8 4 ．2 2 3 8 8 8 7 7 9 4 5 ＄8 8 8 4 0 7 8 6 1 5 6
1 7 ． 雇　 用　 労　 働　 費

1 ．5 9 6 4 ，5 6 0 1 4 ，5 9 2

1 8 ． 流 通 費 ， 資 材 ， 予 冷 ， 運 賃 8 6 ．1 0 5 9 0 ．5 5 8 9 7 ．6 7 7 1 0 3 ，2 4 0 1 0 4 ．5 7 5 1 0 6 ．3 5 5 1 0 7 ，9 1 3 1 1 1 ，9 1 8

1 9 ． 流　 通　 費 ， 手　 数　 料 4 0 ，2 6 4 4 3 ．2 8 6 4 6 ．6 9 1 4 9 ．3 9 3 4 9 ．9 8 9 5 0 ．7 9 8 5 1 ，5 6 3 5 3 ．4 7 9

2 0 ． 生　 産　 販　 売　 費　 計 2 1 1 ，1 6 0 2 2 1 ．6 9 2 2 3 3 ，7 8 7 2 3 6 ．8 5 6 2 4 3 ，4 4 1 2 5 3 ，3 3 7 2 5 2 4 4 3 2 6 6 1 4 5

2 1 ． 所　　　　　　　　 得 （円 ） 9 8 ．5 6 0 1 1 1 ，2 7 4 1 2 5 ，3 7 1 1 4 3 ．0 9 2 1 4 1 ，0 9 0 1 3 7 ．4 1 5 1 4 4 2 0 2 1 4 5 2 3 3

2 2 ． 所　　　 得　　　 率 （％） 3 1 ．8 3 3 ．4 3 4 ．9 3 7 ．7 3 6 ．7 3 5 ，2 3 6 ．4 3 5 ．3

生 産

コ ス ト

2 3 ． 1 箱 当　 た　 り　 物 財 費 2 2 9 2 1 6 2 0 4 1 8 1 1 8 9 1 9 8 1 8 2 1 7 1
2 4 ． 1 箱 （ 5 毎 ） 生 産 ， 販 売 費 5 5 8 5 4 5 5 3 3 5 1 0 5 1 8 5 3 1 5 2 1 5 3 0
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図2　レタス栽培面崩規模別の月・旬別出荷数量割合
（60年）

規模層ではほぼ横ばいとなる。

2）レタス栽培の面積が大きくなるほど，長期安定出荷

により有利な販売を実現している。

3）レタス栽培の面積規模別物財費は，機械投資額など

の上から，中小規模層では1．5地層が最も低く，大規模層

では大型機械体系となることから3．5ん8層において低くなる。

41レタス栽培面積が小さい農家ほど，レタス以外の野

菜の栽培品目数が多く，規模が大きくなるほど品目は単一

化し，レタスを中心とした野菜専作化傾向を示す。

5）以上のことから，経営安定をめざしたレタス栽培規

模日掛ま，中小規模層で1．5－2．仙¢，大規模層では3．5

厄以上層を目標とすることが良い。

（2）レタス経営規模拡大のための条件

1）レタス面積50－100‘才の中小規模では耕地に占める

レタスの割合が30－40％と低いので，これを高めることと，

借地等により規模を拡大する必要がある。

2）労働力の分散と長期出荷を行うため．播種間隔は5

－6日，1回当たり播種面積は10－204とする。

3）レタス面積が2．5厄以上層では，作業効率をあげる

上から大型トラクタ，ブームスプレヤー，マニアスプレッ

ターなどの機械装備の充実が必要である。

轟2　レタス栽培面積規模別の農業経営概要と農業機械装備状況 （60年）

レ　 タ　 ス　 栽　 培　 面　 頗　 区　 分 （〃） 2 0 5 0 1 0 0 1 5 0 2 0 0 2 5 0 3 5 0 5 5 0

戸
当

た
り
平
均
経
営
概
要

各

些

毎

経 営 耕 地

面　 積

水　　　　　 田　 （〃 ） 4 1 4 2 3 5 3 7 2 3 2 9 3 2 1 1

普　　 通　　 畑　 （ク ） 8 3 1 0 7 1 7 9 2 2 3 2 2 8 2 9 6
3 6 9

倍 地 合

5 6 9

倍 地 合

牧　　 草　　 畑　 （ク ） 3 0 8 2 3 3 5 4 3 7 0 1 7 7 0

計 1 5 4 1 5 7 2 3 7 2 9 5 2 9 4 3 9 5 5 7 8 5 8 0

レ　 タ　 ス　 栽　 培　 延　 面　 槙 （α ） 1 8 4 9 9 6 1 4 8 2 0 5 ■2 6 0 3 5 1 5 5 2

経 営 耕 地 に 占 め る レ タ ス の 割 合 （％ ） 1 1 ．7 3 1 ．4 4 0 ．5 5 0 ．2 6 9 ．7 6 5 ．8 6 0 ．7 （9 1 ．7 ）

普 通 畑 に 占 め る レ タ ス の 割 合 （％ ） 2 1 ．6 4 5 ．8 5 3 ．6 6 6 ．3 8 9 ．9 8 7 ．8 9 5 ．1 9 7 ．0

経 営 耕 地 に 占 め る 普 通 畑 の 割 合 （％ ） 5 3 ．9 6 8 ．2 7 5 ．5 7 5 ．6 7 0 ．6 7 4 ．9 6 3 ．8 9 8 ．1

経 営 耕 地 に 占 め る 牧 草 畑 の 割 合 （％ ） 1 9 ．5 5 ．0 9 ．7 1 1 ．9 1 4 ．6 1 7 ．7 3 0 ．6 0

農 業 従 事 者 数

男　 （人 ） 1 ．2 1 ．1 1 ．0 1 ．4 1 ．3 1 ．5 1 ．7 1 ．6

女　 （人 ） 0 ，9 1 ．2 1 ．3 1 ．2 1 ．3 1 ．5 1 ．6 1 ．4

計　 （人 ） 2 ．1 2 ．3 2 ．3 2 ．6 2 ．6 3 ．0 3 ．3 3 ．0

農
家

些

戸
当
た
り
農
業
機
械
装
備

ム

耕　　　 う　　　 ん　　　 機 （台 ） 1 0 8 6 1 0 1 0 1 0 3 2

ト　ラ ク　 タ　 ー

2 0 p s 以　 下 6 6 3 3 3 1 3 2

2 0 　　 ′）　 3 0 3 2 7 4 8 8 7 4

3 0 　　 ′〉　　 4 0 1 2 6 3 2 3 4

4 0 p s 以　 上 2 2 9 1 0 1 0

計 1 0 8 1 4 1 3 1 6 2 0 2 3 2 0

ロ　　　 ー　　　 ク　　　 リ 7 1 0 1 2 1 1 1 1 1 1 1 3 6

プ　　　　　　　 ラ　　　　　　　　 ウ 2 3 1 2 4 1 0

ラ　　 イ　　　 ム　　 ソ　　 ア　　 ー 6 5 6 8 7 7 9 8

ブ　 ロ　 ー　 ド　 キ　 ャ　 ス　 タ　 ー 5 5 7 5 6 9 1 0 8

動　　　　　　　　　　　　　　 噴 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 5 7 8

ブ　 ー　 ム　 ス　 プ　 レ　 ヤ　 ー 2 1 5 7 8

ト　　　　 レ　　　 ー　　　　 ラ　　　　 ー
小 型 小 型 中 型 中 型 中 大 型 大 型 大 型 大 型

E l 1 0 1 0 1 0 1 0 10 1 0 1 0 1 0

マ　 ニ　 ア　 ス　 プ　 レ　 ッ　 ク　 ー 1 1 1 7 4 2

マ ル チ ャ 一 ， 播 種 坂 ， 鎮 圧 機 1 0 1 0 1 0 1 0 10 1 0 1 0 1 0

小　　 型　 ト　　 ラ　　 ッ　　 ク 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0
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